


　継続は力なりと申しますが、今回で８年目を迎えた地域活性化プログラムにこの言葉があて
はまるでしょうか。指導教員が入れ替わったりテーマが変わったりで、最初から同じテーマで
続いている取組はそれほど多くはないのですが、学園祭などで８年間の成果を一覧できるよう
になっていたりするのを見るとちょっとした壮観です。昨年度から文科省の「地（知）の拠点
整備事業（COC）」の一環としての位置づけがなされ再スタートしましたが、当初の意気込み
が指導教員によみがえったのではないかと期待しています。
　地域活性化プログラムは、学生が地域の中に入っていって地域の課題を解決していこうとす
るものですが、その実は地域による学生活性化プログラムでもあります。つまり我々教員が講
義やゼミ各種の演習を通じて学生を教導するだけでなく、さまざまな形で地域の方々と接し、
時に怒られ時には褒められるという体験を積むことによって学生が実社会に出た時の「コミュ
ニケーション能力」を飛躍的に伸ばせる可能性が期待されているのです。
　またプログラムはチームで共同作業を行うものなのですが、率直にいってメンバー間にはい
ろいろと温度差があります。時間を守らない、割り当てられたタスクをちゃんとやってこない
等さまざまなドタバタが起きていること、これも実社会の縮図であるかと思えます。こうした
困難を乗り越えることを通じて成長していく学生が増えています。
　これまでのプログラムの中で学生と地域の方々がいろいろな形で接触し、さまざまな活動を
行ってまいりました。中には「若い学生さんが地域の中に入ってきてくれるだけで充分です」
というご意見もありましたが、さらにプラスしてもっと地域のためになることをしなければな
らないと考えています。
　本学は開学以来、「去華就實」「社会に役立つ人間となれ」をモットーとしています。ただ役
に立つかどうかを決めるのは社会であり他人です。ここで独りよがりがあったり、根拠のない
独善があったりしたのでは真に「役立つ」人間にはなれません。つまり上のモットーは、自ら
に対する客観的な認識に裏付けられた自身が必要になってくるということです。いろいろな人
たち－関係者から率直な評価をもらえることは、成長途上の学生にとって得難い機会であるか
と思います。あとはその評価をどう活用していくかということですが、この点はまだ学生次第
ということになりますので、このあたりも我々は考えていかねばならない点であるかと思って
います。
　地域交流、実社会との連携を行っている教育機関は他に数多くあると思います。東日本大震
災の後も、被災地の支援を正課の中で取り上げた大学があると報告されています。ただ、本学
のような形で長期間地域との関係を築き上げているものはあまりないのではないかと自負して
います。地域の方々、特に学生と接することになる各位にはご迷惑なことかも知れませんが、
次世代の若者の成長のためによろしくお願いする次第であります。

平成２７年３月

ご　あ　い　さ　つ

長岡大学は、文部科学大臣が認証する財団法人日本高等教育評価機構によ
る大学機関別認証評価を受け、平成22年３月24日付で、「日本高等教育評
価機構が定める大学評価基準を満たしている」と「認定」されました。
認定期間は、2009年４月１日～2016年３月31日です。2009.4-2016.3
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　中村ゼミでは、今年度はじめて本プログラムに参加いたしました。本年度の取り組みは 2012 年６
月より長岡市の中心市街地で開催されている「ながおかバル街」を取り組みテーマとしました。バル
街をテーマとして取り上げた理由は、担当教員である私が第１回のながおかバル街に参加して感激し
たことに端を発します。普段中心市街地の飲食店で行列ができる事は稀です。しかし、バル街当日は
その参加店の前に多くに人が並び、その並んだ参加者同士が「どこに行きましたか？」などと会話を
楽しんでいるのです。あるお店では、店主のご夫婦が行列をさばきながら、その忙しさを自ら楽しん
でいるように見えました。その時、今まで中心市街地で行われていたイベントとは全く異なる「楽
しさ」を感じました。そしてこの楽しさをぜひ学生達にも味わってもらいたいと考え、このテーマを
取り組むこととしました。
　そこで本年度は、①地域活性化についての文献研究、②バル街の意義を広めるためのシンポジウム
の開催、③11 月開催のながおかバル街 Vol.6 運営への関与、等を通じてバル街の地域活性化に対する
意義を学ぶこととしました。そして、バル街をこれまで以上に活性化させるための提言を行い、結果
として中心市街地活性化に寄与することを目的と設定しました。
　詳しくは学生の報告書に譲りますが、具体的な活動に入る前にまず地域活性化に関する文献を輪読
することから始めました。単に活動を行うだけですと、残る成果も活動だけになってしまいかねませ
ん。そこで文献を輪読するという従来のゼミ形式を採ることにこだわりました。しかし、輪読の意義
を私が学生にきちんと説明しきれなかったため、学生にとっては、その意味を噛み締められないまま
活動に入ってしまうことになりました。
　５月には「バル街」そのものがわからない学生のために、あえて運営に関与するのではなく、「一
参加者」としてバル街に参加してもらいました。もともと担当教員からゼミ活動として参加させられ
た学生でしたが、実際に参加してみると私と同様にバル街の楽しさを感じてもらえたようです。ゼミ
内では、バル街に参加した事についてスライドを使った発表をしてもらいましたが、それがシンポジ
ウム内の学生発表や、ながおかバル街ウェブサイトに掲載されている「バル街研究隊」のページに繋
がっています。
　10 月には弘前市の「レストラン山崎」の山﨑隆様をお呼びしてシンポジウムを開催することができ
ました。しかし、広報不足が否めず、多くの参加者にバル街の素晴らしさを広めるという目的は達成
できませんでした。ただ、山﨑氏のご講演は参加者の皆様、当ゼミ生には大変好評をいただき、その
意義は参加者の中では共有できたのではないかと考えております。
　11 月はいよいよながおかバル街 Vol.6 の開催です。当ゼミ生は特に時間に余裕のある四年生を中心
に、特定非営利活動法人まちなか考房のご厚意により運営に関与させていただきました。学生にとっ
ては学園祭以外で大きなイベントに関与する良い機会になったと思います。
　12 月の成果発表会ではなんとか提言までもっていくことが出来ましたが、その一方で全体的な取り
組みに対する姿勢等、色々と反省すべき点も多々ございます。そうした点は次年度以降の課題とさせ
ていただきたいと存じます。
　この取組はまちなか考房事務局長大沼広美様に多大なるお力添えを頂きました。「学生による」と
いう言葉に甘え、任せきりになってしまったところを、お忙しい中色々と面倒をみていただきました。
この場を借りて厚く御礼申し上げます。

平成 27 年 3 月
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4年生

11M015  小倉美樹

11M034  高橋　奏

11M047  平野友望

11M053  村山夏生

3年生

12M028  波多将志

12M030  藤本峻生
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